
ＥＮＥＯＳ海外渡航支援事業報告書（学会渡航） 

 

2026 年 9 月 28 日 

 

 

                   工学部・工学研究科修士課程（どちらか○で囲む） 

                                      所属学科・専攻・回生  材料化学 学科・専攻 修士 2 回生 

 

氏  名               三嶋 友貴                     

 

 

 

 １．参加期間             2026 年 9 月 9 日 から  2026  年 9 月 11 日 

 

 ２．会場（開催国・場所・機関等） 

 

    European Conference on Constitutive Models for Rubber XIV__     _____ 

 

      University of Oxford, Oxford, United Kingdom_______________________________ 

 

    

３．発表成果（概要） 

 

「Unveiling the Mix-Mode Crack-Growth Criterion in Elastomers」というタイトルで  

 

      ポスター発表を行った。エラストマーは日常生活でタイヤやスポーツ用品など様々な_  _ 

 

      用途で用いられるため、その製品の安全性確保や信頼性確保のためにエラストマーの破壊 _ 

 

現象について理解することは非常に重要である。これまでのエラストマーの破壊現象に __ 

 

      関する研究は、単純なモード I き裂を対象としてきたが、き裂進展を本質的に理解するため__ 

 

には実際の荷重条件により近しい混合モード I/II き裂を取り扱うことが必須である。この___ 

 

      研究について、本学会では様々な一流の海外研究者と意見交換を行った。日本でこのような__ 

 

分野の研究は活発でないが、海外に自ら赴くことで、近しい課題意識をもって取り組んでいる_ 

 

     研究者とも交流を深めることができ、非常に良い機会となった。__________________________ 

 

４．奨学金の使途 

 

往復航空券、現地での食費に充てた。_________________________________ 

 

__________________________________________________________________ 


